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研究成果の概要（和文）：本研究の最大の成果は、全体のまとめにあたる書籍の刊行である。日本語とスペイン
語で同内容をバイリンガル書籍としてまとめるため、翻訳と編集作業に時間がかかった。代表者、分担者、協力
者の全員が執筆し、『ペルーから日本へのデカセギ３０年史　Peruanos en Japon, pasado y presente』を
２０２４年２月に刊行した。その内容は、ペルーからのデカセギの最初の拠点となった栃木県真岡市からみたデ
カセギの変遷、ペルー人の事件史、労働市場の変遷、アソシエーションの変遷、カトリック（とりわけ「奇跡の
主」行事）の変遷、在留資格がないペルー人、あるデカセギ者の経験という７章からなる。

研究成果の概要（英文）：The most important result of this project was the publication of a book that
 summarizes the entire project. The translation and editing of the book took a lot of time, as it is
 a bilingual book with the same content in both Japanese and Spanish. All the members of the project
 contributed to  the book, "30 Years of Peruanos en Japon, pasado y presente", which was published 
in February 2024. It consists of seven chapters: the evolution of the Peruvian dekasegui from Moka 
City, Tochigi Prefecture, the first base of the Peruvian dekasegui; the history of the Peruvian 
case; the evolution of the labor market; the evolution of associations; the evolution of Catholicism
 (especially the "Lord of Miracles" event); Peruvians without residency status; and the experience 
of one dekasegui.

研究分野： 社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、ペルー人のデカセギに関する総合的な考察と分析を行ったことにある。ブラジル人と
は異なる側面を多く持ちつつも、ブラジル人の陰に隠れて南米人として一括りにされがちなペルー人について、
多角的に分析を行った。社会的意義は、これまで書き手ではなく表象の対象としてしか扱われてこなかったペル
ー人が、日本語とスペイン語の双方で自らの経験を記述し分析して発信したことにある。そのため書籍の執筆者
も、日系日本人２人に対してペルー系５人となっている。そのうえ、（日本語とスペイン語の）バイリンガル書
籍は、日本の移民研究で初めてである。これは、ニューカマー外国人に関する将来的な研究の先駆例たりうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
移民はいかにしてホスト社会の主体的な行為者となりうるのか。こうした「主体性問題」は、

移民の政治参加、経済活動、文化など領域横断的なテーマとなってきたが、研究者はいわば善意

の観察者として記述する役回りしか果たしてこなかった。それに対して本プロジェクトでは、ア

クションリサーチの手法を取り入れ、移民自身からなる研究チームに研究者が加わる形で、移民

の主体性問題に対して異なるアプローチをとる。 

従来の研究は「日本人」がデカセギについて知ることを目的としており、当事者はあくまで「調

査対象」で歴史を評価する主体とは想定されない。マイノリティを対象とした調査で用いられる

アクションリサーチは、政策策定はもちろん、歴史記述も含めて当事者が関与し、制度を変革す

るために編み出された方法だが、日本の移民はこの流れから取り残されている。 

樋口は、これまで日系南米人を非正規雇用増の犠牲者と描いており、それ自体は間違いではな

いが、移民の主体性の側面を軽視してきたことに気づかされた。また、日本での「日系人受入れ

失敗説」が具体的な政策となるに及んで、経済達成しかみない評価軸自体を見直す必要があると

考えるようになった。そうした折に、タカハシがデカセギ史を編んで世に問うとともに、それに

より次世代に経験を継承したいと考えていることを知り、世代を超えて読める日西での成果刊

行を骨子とするプロジェクトを立案した。 

この意義は、歴史記述の主体として移民を日本社会に位置づけることにある。ポール・ギルロ

イやルベン・ルンバウトなど、海外の移民第二世代が移民研究に果たした役割は大きい。第二世

代研究者は、当該社会のマジョリティ研究者が気づかない問題を課題としたり、移民の積極的要

素を取り上げて評価するなどして、パラダイム革新をもたらしてきた。日本では、移民研究者に

とっての当事者への還元といえば、研究成果の謹呈や講演程度に限られていた。移民はあくまで

研究の客体であり、在日コリアンを除けば移民はインフォーマントとしての地位にとどまって

いた。段躍中やアンジェロ・イシは、在日中国人やブラジル人に関して精力的に発言してきたが、

留学生として来日しており労働移民とはいえない。 

 
２．研究の目的 
それに対してこのプロジェクトでは、移民自身からなる研究チームに研究者が加わる形で、移

民の主体性問題に異なるアプローチをとる。具体的には、デカセギ一世、研究者の卵たる二世、

申請者が共同で、南米から日本へのデカセギの歴史を当事者の視点で調査し、日本語とスペイン

語のバイリンガルで書籍を出版することが、本研究の目的となる。 

南米から日本へのデカセギは、1990年改正入管法の最大の帰結、戦後初の本格的な家族移民で

あることから、00年代まで多くの研究がなされてきた。しかし、リーマンショックによる大量失

業・帰国以降は研究が下火になった。他方で、日系南米人自身による調査研究の機は熟している。

まず、90年前後に来日した50-60代の一世は子どもが独立して余裕が生まれ、日本で学校教育を

受けた二世が自らの経験を研究者として分析するようになった。これにより、一世と二世の経験

を統合して全体像を提示することが可能となる。 

ただし、移民自身が研究を遂行するに際して2つの問題がある。(1)一世は日本語をある程度理

解できても文章を書くのは難しい、二世はスペイン語を理解できてもまとまった文章を書くの

は日本語となる。双方を翻訳し二言語でまとめるようなプロジェクトがなければ、知見を体系化

するのは難しい。(2)二世研究者は、社会人を経由して大学院に進学しており、オーソドックス

な研究者養成コースを経ていない。その結果、理論的・社会構造的な分析が困難になるため、移

民研究プロパ―が関わる必要が生じる。 

そこで本研究では、マクロ－ミクロ（構造・組織・個人）と一世－二世（時間軸）という水準



で各人が分業し、ペルーから日本へのデカセギの30年を振り返る。これにより、30年で何が生ま

れ何が失われたのか、この間のバランスシートを分析する形で研究をまとめたい。 

具体的には、日本社会への統合、出身地への影響、移住自体が生み出す創発的特性（新たな価

値）を評価の軸とする。というのは、2018年に設けられた日系四世に対するビザが、5年限定・

日本語要件・家族帯同不可であることが示すように、日系人受入れは失敗と総括されているから

である。これは、狭義の統合という観点からしかデカセギの帰結を評価しておらず、ペルーへの

ポジティブな影響や食・音楽などでの新たな文化形成を貶価している。これに対して、研究者と

デカセギ当事者が共同して多元的な評価軸を提示し、自らの経験を分析することで、新たなデカ

セギ30年史を提示することが最終目標となる。 

 
３．研究の方法 
四半世紀にわたってデカセギ研究に携わるなかで、過去10年間で感じた最大の変化は、移民が

発信主体として研究と接点を持つようになったことである。それゆえ、第二世代については上述

の連続講座を組織したが、一世についてもタカハシやアサトのように自らの経験を記録しよう

と模索する者が現れた（ペルーでは、デカセギ経験を持つAugust HigaやLuis Arriolaが、実体

験をもとに小説を著している）。タカハシは、自主的なスペイン語教室であるAmauta、サンバチ

ームであるKizunaの中心メンバーで、デカセギに関する資料を集めたFacebookページを運営し

ている（https://www.facebook.com/jaime.takahashi.1）。アサトは、18年前からジャーナリス

トとして取材しKyodai、Mercado Latinoといった雑誌に寄稿してきた。 

それに対して、第二世代が大学院に進学して論文を発表するようになったのが現段階である。

協力者の小波津はドロップアウトしたペルー人二世の能動性に着目し、オチャンテはカトリッ

ク教会の教育機能について論じるなど、新たな研究の萌芽となっている。本研究の第一の意義は、

こうした移民内部からの視点を加えて日本の移民研究を刷新することにある。これは他の移民

集団にも応用可能な研究であり、その先鞭をつけることを企図している。さらに、デカセギ第一

世代からの発信を研究に組み入れることで、移民経験の継承につながる成果を出すことが、本研

究の第3の意義となる。移民が世代を超えて記憶を共有するための知的基盤は、母文化を維持す

るうえで決定的な重要性を持つ。成果として刊行する書籍は、選書程度の難易度を想定しており、

二言語で刊行することにより家族全員で自らの歴史をたどり、世代間の相違やそれを超えて共

有する要素を確認できるようにしたい。 

本プロジェクトでは、こうしたポテンシャルを最大限生かす形で進めた。日系日本人からなる

代表・分担者2名の研究者、協力者としてペルー系二世研究者3名、ペルー人デカセギ労働者一世

2名からなる。樋口・稲葉は、下記の聞き取り調査のほか、国勢調査のオーダーメード集計を使

った論文も書いており、こうした理論とデータを用いた構造分析を行う。加えて、全体の整合性

を確保し、文章を整えることで学術研究の成果としての質を担保する。小波津とオチャンテは、

地域・宗教・音楽を組織水準で分析するほか、二世個人の聞き取り・分析も担当する。タカハシ

はデカセギ一世の個人史、アサトは一世の人物列伝を執筆する。 

 

４．研究成果 

本プロジェクトの研究成果は、以下の書籍に集約されている。これは、日本の移民に関してバ

イリンガルで刊行した初めての成果である。 

『ペルーから日本へのデカセギ 30 年史：Peruanos en Japón, pasado y presente』 



ハイメ・タカシ・タカハシ、エドゥアルド・アサト、樋口直人、小波津ホセ、オチャンテ・村

井・ロサ・メルセデス、稲葉奈々子、オチャンテ・カルロス著、インパクト出版会、2024 年 
 

第１章 帰還――栃木県真岡市でのデカセギ三〇年史 ハイメ・タカシ・タカハシ 

はじめに  

太平洋横断―「帰郷」  

真岡の出稼ぎ  

カルチャーショック  

エピソード  

コミュニケーションの技術  

社会統合―経済危機後の真岡  

日系人は時代遅れ？ 

 

第２章 「デカセギ」三〇年の事件史――在日ペルー人の経験 エドゥアルド・アサト 

はじめに  

「いってきます」―リマから東京へ  

フジモリと川崎市の独立記念日祝賀イベント（一九九〇年） 

頑張れ！ペルー！（一九九九）  

広島の恐怖（二〇〇五）  

最悪の経済危機（二〇〇八―二〇〇九）  

三つの複合災害（二〇一一） 

埼玉県で起きた殺人事件（二〇一五） 

新型コロナウイルス感染症の流行による危機（二〇二〇）  

ペルー人の誉れ  

在日ペルー人に関するいくつかの考察 

 

第３章 在日ペルー人の仕事の変遷 樋口直人 

派遣労働の内と外をめぐる三〇年史―問題の所在  

三〇年で何が起きたのか―いくつかの仮説  

データ分析―ペルー人労働者の経験を振り返る  

結語に代えて 

 

第４章 日本のペルー人アソシエーションの変遷――過去から未来へ 小波津ホセ 

はじめに  

移民が形成するアソシエーション  

日本のペルー人アソシエーションの誕生から現在  

日本の中のペルー人  

おわりに 

 

第５章 「奇跡の主」の祭りからみる在留ペルー人の信仰 オチャンテ・村井・ロサ・メルセ

デス 

はじめに  



ペルーの宗教と奇跡の主の起源  

ペルー人コミュニティの誕生、筆者の体験  

調査概要  

第一世代の奇跡の主  

祭りの形態について  

リーダーたちはパイプ役  

奇跡の主の祭りを超えた、教会への所属意識  

移民第二世代と奇跡の主の将来の展望  

終わりに 

 

第６章 在留資格がないペルー人たち 稲葉奈々子 

はじめに  

在留資格の喪失  

正規化  

正規化後  

「存在しない人」へ  

日本社会への包摂  

帰国後  

おわりに 

 

第７章 父と日本の夢 オチャンテ・カルロス 

なぜ彼の人生を語る必要があるのか  

リマへ国内移民した父の家族  

近所の教会と父  

家族と音楽  

八〇年代、貧困、そして友人との別れ  

出稼ぎの旅に  

伊賀市のカトリック教会との出会い  

日本語教室と友情の始まり 

日本でペルーの音楽活動が始まる  

帰国の夢はいずこへ  

最後に―透明人間になりたくなかった父 

スペイン語版 

Prólogo 

Capítulo 1 El retorno: Dekasegi en Moka, Jaime Takashi Takahashi 

Capítulo 2 30 Años de Sucesos: Los peruanos del Japón, Eduardo Azato 

Capítulo 3 Evolución de la situación laboral de los peruanos en Japón, Naoto Higuchi 

Capítulo 4 Las Asociaciones de Peruanos en Japón: Del pasado hacia el future, José Raúl Bravo Kohatsu 

Capítulo 5 La Fe de los Peruanos en Japón Vista a Través de la Festividad del Señor de los Milagros, 

Rosa Mercedes Ochante Muray 

Capítulo 6 Migrantes peruanos sin papeles, Nanako Inaba 

Capítulo 7 Mi Padre y el Sueño Japones, Carlos Ochante 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計13件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　1件／うちオープンアクセス　3件）

2022年

2023年

2023年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
コロナ禍で困窮する外国人と反貧困運動による社会への包摂

人権と部落問題 21-28

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
稲葉 奈々子 74

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
2021年入管法廃案と仮放免者―「存在しない人たち」が動かした社会運動

グローバル・コンサーン -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
稲葉奈々子 5

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
移民政策をめぐる連立方程式――特定技能に至る経路から考える

グローバル・コンサーン -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
樋口直人 5

 １．著者名

夢を持てない国・日本

部落解放 -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 ４．巻
樋口直人 829

 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2022年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
深刻な生活と住宅の困窮 緊急支援活動のとりくみ

議会と自治体 13-18

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
稲葉奈々子 276

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「自助」奪われた非正規滞在外国人 支えは共感、その可能性と限界

Journalism 22-27

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
稲葉奈々子 379

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
東京五輪に招かれざる外国人

F visions 14-17
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